
 
 

 

    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ホームページ】http://akihaku-dai1.city-niigata,ed.jp 

令 和 ８ 年 １ 月 ８ 日 
新潟市立新津第一幼稚園 

第１２号 

 

も み じ 
～ヒヤシンスの球根～ 

 

3学期初日、全園児がそろい、子どもたちが元気に冬休みを過ごしてきたことをうれしく思い

ました。始業式では、もみじ組の子どもたちが、冬休みの楽しかったことを話してくれました。

「除夜の鐘を突きに行ったこと」「神社にお参りに行ったこと」「すし屋さんでねぎとろを食べ

たこと」等々、みんなの前で堂々と話す姿に間もなく就学を控えた年長さんなのだなとグッ！と

くるものがありました。 

さて、新しい年を迎え、２０２６年は６０年に一度巡ってくる丙午
ひのえうま

の年です。丙」は火の性質

をもち、行動力を象徴する「午」が重なることで、情熱や勢いが高まり太陽のようなエネルギー

に満ち溢れた一年になると言われているそうです。ただし、勢い余って独走しないよう協調性も

大切にしなければなりませんね。 

午年のことを掘り下げてみました。すると、なぜ「馬」ではなく「午」と表記されるのかを見

つけました。干支はもともと、年だけではなく時刻や方角を表す方法として使われていました。

例えば、午前２時～２時半ごろを指す「丑
う し

三つ
み つ

時
ど き

」は、「草木も眠る……」と怪談話などでよく

登場しますよね。また、方角では、北が「子」、東が「卯」、南が「午」、西が「酉」になりま

す。 

そして、一日を１２の刻に分け、「子の刻」から順に干支を当てはめていくと、ちょうど正午

（昼の１２時）が「午の刻」に当たります。この名残から、１２時を「正午」と呼んだり、お昼

の１２時を境に「午前」「午後」といった言葉が現在でも使われるようになったそうです。 

新しい年が、幼稚園の子どもたち、保護者、職員にとって安全に、そして飛躍の年になります

よう願っています。今年もどうぞよろしくお願いします。 

 

あけましておめでとうございます

 


